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 本研究では細胞移植によるラセン神経節細胞再生を目的とし、未分化細胞を含まないヒト iPS 細胞由来神
経細胞の調製、並びに神経細胞を蝸牛内へ移植するための手術方法の確立を行い、その有用性を検討した。
まず Li らにより報告された ES 細胞からの神経幹細胞分化誘導法を改変し、iPS細胞を 2 種類の小分子化合
物及びヒト白血病抑制因子（hLIF）を含んだ培地中で培養することにより神経幹細胞へ誘導した。免疫染色
法と RT-PCR 法による検討から未分化マーカーOCT3/4 は陰性で、神経幹細胞マーカーは陽性であることを
確認した。この神経幹細胞をマトリゲルコートした培養皿に再播種し、小分子化合物、hLIFを含まない培地















細胞の生存率は約 15%に向上した。移植後 14日目の生存率は約 2%であった。生存移植細胞の 60%以上がβ
Ⅲ-TUBULIN陽性細胞であり、そのうちの 90%以上が VGLUT1 陽性であった。すなわちヒト iPS細胞由来
グルタミン酸作動性神経細胞は適切な免疫抑制を行うことで、モルモット蝸牛内で移植後 14日間生存できる
ことが示された。 
















  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成29年 2月 20日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、合格と認められ
たものである。 
 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
